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2023年２月期 通期連結業績予想の修正および個別業績予想に関するお知らせ 

 

 

当社は、2022 年４月８日に公表した 2023 年２月期の通期連結業績予想を下記のとおり修正いたしましたのでお知らせ

いたします。 

なお、当社は通期個別予想を開示しておりませんが、前事業年度の実績値と比較して差異が生じる見込みとなりました

ので、併せてお知らせいたします。 

 

記 

 

１． 2023 年２月期 連結業績予想の修正（2022 年３月１日～2023 年２月 28 日） 

通期 営業総収入 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属

する当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

 

前回発表予想（Ａ） 

百万円 

80,500 

百万円 

△200 

百万円 

△400 

百万円 

10,200 

円 銭 

351.61 

今回修正予想（Ｂ） 81,286 △1,036 △142 12,834 442.43 

増減額（Ｂ－Ａ） 786 △836 258 2,634 - 

増減率（%） 1.0 - - 25.8 - 

（参考）前期業績（2022 年２月期） 183,680 △3,137 △2,768 △3,865 △133.27 

  （注）当連結会計年度の期首から「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第 29 号）を適用しており、2023 年２月期に係る各

数値については、当該会計基準等を適用した後の数値となっております。 

 

２． 2023 年２月期 個別業績予想（2022 年３月１日～2023 年２月 28 日） 

通期 営業総収入 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 

当期純利益 

前事業年度実績（Ａ） 

（2022 年２月期） 

百万円 

64,347 

百万円 

△1,334 

百万円 

△484 

百万円 

△3,184 

円 銭 

△109.78 

今回発表予想（Ｂ） 62,665 △1,042 △76 9,845 339.39 

増減額（Ｂ－Ａ） △1,682 292 408 13,029 - 

増減率（%） △2.6 - - - - 

（注） 当期（2023 年２月期）の業績については、「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第 29 号）を適用後の金額となって

おり、前期の業績（2022 年２月期）については、適用前の金額となっております。 

なお、当期営業総収入を収益認識会計基準適用前の数値に修正した場合の当期営業総収入は 66,455百万円（前年比+2,107 百 

万円、+3.2%）となっております。 
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３．業績予想修正の理由 

上期は、経営の選択と集中を推進したことによる海外子会社株式売却益の計上や、設備費や広告宣伝費の効率化を進め

たことにより４期ぶりに各段階利益において黒字転換いたしました。下期は、国内において物価高・値上げが続くなか、

コロナ下で進んだコストパフォーマンス、タイムパフォーマンス志向が相まって消費の二極化が進みました。このような

状況下、ミニストップ単体においては、お客さまにご満足いただける高付加価値商品の開発を推し進めるとともに、買い

合わせを促進するお値打ち価格の品揃えを拡充したほか、ご購入意欲を高めるための販売促進企画を推し進めました。し

かしながら、電気料金と原材料価格の高騰により営業利益が計画を下回りました。 

ミニストップベトナムにおいては、日常の買い物が１ヶ所で完結できるワンストップ型のコンビニエンスストアを確立

するための既存店改装を進め、全店売上高が前年同期比で145.6％となりました。当第４四半期期間においては事業開始以

来初の黒字化を達成し、通期においても営業利益が前期と比較して改善いたしました。以上により、連結営業利益が前期

と比較して改善いたしました。 

経常利益においては、退店に伴う違約金収入や為替差益などの要因で計画を上回る見込みとなり、当期純利益において

も、閉店の見直しを進める事により特別損失の計上を削減し、計画を上回る見込みとなりました。 

なお、配当予想については、変更ございません。 

 

（注）業績の予想につきましては、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであります。実際

の業績は、今後様々な要因によって予想数値と異なる結果となる可能性があります。 

 

以 上 

 

 


